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令和 6 年 3 月議会 一般質問 

問 1 

農
業
支
援
に
つ
い
て 

① 

令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
、
農
業

者
は
雇
用
者
に
「
雇
い
入
れ
時 

教
育
」
が
必
要
。 

② 

令
和
６
年
６
月
１
日
以
降
、
漬
物

製
造
業
は
営
業
許
可
の
取
得
が

必
要
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
関
係
者
へ
の
説
明
等
に
つ
い

て
。 

③ 

令
和
３
年
７
月
豪
雨
災
害
復
旧

の
完
了
見
込
み
に
つ
い
て
問
い

ま
し
た
。 

労
働
安
全
衛
生
法
の
規
則
改
正
に

よ
る
農
業
者
が
行
う
「
雇
い
入
れ

時
教
育
」
に
つ
い
て 

回
答 

農
林
振
興
部
長 

落
合
正
成 

 

労
働
安
全
衛
生
法
の
規
則
改
正
に

伴
い
農
業
者
は
、雇
い
入
れ
た
労
働
者

に
対
し
て
農
作
業
中
の
事
故
防
止
の

為
、
８
項
目
の
「
雇
い
入
れ
時
教
育
」

が
義
務
付
け
と
な
っ
た
。(
今
ま
で
は
、

４
項
目
で
良
か
っ
た
。
)
現
在
、
国
で

は
農
業
者
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
中
。
市
と
し
て
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

入
手
後
、速
や
か
に
関
係
者
へ
情
報
提

供
す
る
。農
家
が
急
遽
雇
い
入
れ
た
場

合
に
お
い
て
も
８
項
目
の「
雇
い
入
れ

時
教
育
」
は
必
要
。 

 
※
市
に
対
し
、「
雇
い
入
れ
時
教
育
用

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」を
各
総
合
セ
ン
タ

ー
・
交
流
セ
ン
タ
ー
、
各
Ｊ
Ａ
支
所
へ

配
備
を
要
請
。 

市
は
、漬
物
製
造
業
者
に
対
し
て
講
習

会
を
開
催
。
令
和
５
年
度
以
降
、
雲
南

市
の
支
援
制
度
を
説
明
し
許
可
取
得

支
援
を
実
施
。 

回
答 

石
飛
厚
志 

市
長 

 

雲
南
市
産
の
漬
物
類
や
山
菜
類
は
、

市
内
外
か
ら
好
評
を
得
て
お
り
、世
界

に
誇
る
大
切
な
宝
と
認
識
し
て
い
る
。

今
ま
で
家
庭
の
中
で
継
承
さ
れ
て
き

た
食
部
文
化
も
核
家
族
化
が
進
み
継

続
は
難
し
く
、
今
後
は
、
事
業
と
し
て

受
け
継
が
れ
る
製
造
・
販
売
面
を
支
援

す
る
こ
と
で
「
食
文
化
」
が
継
承
さ
れ

る
よ
う
努
め
た
い
。 

市
内
で
「
防
衛
協
力
会
」
の
設
立
機

運
が
有
る
場
合
、
市
の
対
応
に
つ

い
て 

回
答 

石
飛
厚
志
市
長 

 

防
衛
協
力
会
は
、市
民
に
対
し
自
衛

隊
へ
の
理
解
を
深
め
、防
衛
意
識
の
高

揚
を
図
る
と
と
も
に
災
害
派
遣
等
の

協
力
を
通
じ
て
地
域
福
祉
の
増
進
に

寄
与
す
る
目
的
で
組
織
さ
れ
る
も
の
。

防
衛
協
力
会
の
設
立
は
、市
内
の
有
志

の
皆
様
に
お
い
て
設
立
の
動
き
が
あ

り
、昨
年
設
立
に
向
け
た
勉
強
会
が
開

催
さ
れ
防
災
部
へ
参
加
依
頼
が
あ
り

出
席
し
た
。会
の
運
営
や
活
動
状
況
を

見
る
と
民
間
が
中
心
と
な
っ
た
活
動

と
思
わ
れ
る
。
今
後
は
、
組
織
の
状
況

を
見
な
が
ら
、
市
と
し
て
、
協
力
で
き

る
こ
と
は
取
組
ん
で
ゆ
き
た
い
。 

回
答 

石
飛
厚
志
市
長 

 

雲
南
市
の
活
性
化
の
た
め
、必
要
な

施
設
は
新
た
な
施
設
を
建
設
す
る
の

で
は
な
く
今
有
る
施
設
を
活
用
し
て

行
く
計
画
。一
方
で
目
的
を
達
成
し
効

果
が
乏
し
い
施
設
、民
間
活
力
を
生
か

す
施
設
に
つ
い
て
は
、市
民
の
ご
理
解

を
得
な
が
ら
統
合
や
廃
止
・
譲
渡
を
検

討
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
。健
全
な
財

政
が
維
持
で
き
る
よ
う
、検
討
を
重
ね

て
行
き
た
い
。 

回
答 

小
村
利
之 

建
設
部
長 

令
和
６
年
度
末
の
完
了
率
は
、
農

地
・
農
業
用
施
設
災
害
が
７
０
％
、
公

共
災
害
は
９
０
％
を
見
込
ん
で
い
る
。

工
事
が
順
調
に
進
め
ば
、す
べ
て
が
完

了
す
る
の
は
令
和
７
年
度
中
で
あ
る
。 

問 2 

自
衛
隊
と
の
共
同
避

難
訓
練
実
施
に
つ
い
て 

① 

能
登
半
島
地
震
を
見
て
災
害
の

恐
ろ
し
さ
を
痛
感
。
市
民
の
生
命

財
産
を
守
る
た
め
、
支
援
の
プ
ロ

で
あ
る
自
衛
隊
と
の
共
同
避
難

訓
練
に
つ
い
て
。 

② 

「
防
衛
協
力
会
」
の
設
立
に
つ
い

て
問
い
ま
し
た
。 

問 3 

雲
南
市
財
政
に
つ
い
て 

今
後
、公
共
施
設
の
大
規
模
事
業
が

目
白
押
し
と
な
っ
て
い
る
が
、市
の
財

政
は
厳
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
。 

将
来
の
人
口
減
少
を
見
据
え
、公
共

施
設
の
統
廃
合
に
つ
い
て
英
断
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
と
の
思
い
か
ら
執
行
部

の
考
え
を
問
い
ま
し
た
。 

農
業
関
係 

食
品
衛
生
法
改
正
の
周
知
・
支
援

に
つ
い
て 

回
答 

農
林
振
興
部
長 

落
合
正
成 

 

令
和
６
年
６
月
１
日
よ
り
、漬
物
製

造
業
は
衛
生
基
準
を
満
た
し
た
施
設

を
整
備
し
営
業
許
可
を
取
得
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
っ
た
。
雲
南
市
は
、
周

知
の
た
め
Ｊ
Ａ
・
雲
南
保
健
所
と
連
携

し
産
直
出
荷
を
主
と
す
る
加
工
食
品

出
荷
者
約
３
０
０
名
に
対
し
島
根
県

が
作
成
し
た
資
料
を
配
布
。 

令
和
３
年
７
月
災
害
復
旧
完
了
は

い
つ 自

衛
隊
と
の
連
携
等 

自
衛
隊
と
の
共
同
避
難
訓
練
実
施

に
つ
い
て 

回
答 

景
山
修
二 

防
災
部
長 

自
衛
隊
に
対
し
共
同
訓
練
の
打
診

を
行
っ
た
。自
衛
隊
と
し
て
行
う
内
容

は
、訓
練
時
に
炊
き
出
し
は
可
能
と
の

事
で
あ
っ
た
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
共

同
訓
練
が
可
能
か
検
討
し
て
行
き
た

い
。 

雲
南
市
財
政
に
つ
い
て 

人
口
減
少
等
を
見
据
え
た
公
共
施

設
の
統
廃
合
計
画
に
つ
い
て 



 

令和６年度 雲南市一般会計 下の円グラフは、「令和６年度 一般会計（収入・支出）を示しています。  

令和６年度当初予算は３２９億３０００万円（前年比１３億７０００万円増）です。その財源は下表の「令和６年度一般会計予
算のグラフ」のとおり、７６％が国や県等からの依存財源で自主財源はわずか２４％しかありません。 

人口減少に伴う税収減少は他市町村も同じ状況であり、雲南市よりも財政規模や人口が多い松江市や出雲市・浜田市等
でも減少する人口や税収を見据え、公共施設の統廃合・小中一貫校の実施を図り財政の健全化に努めています。 

令和６年度 雲南市一般会計 

上記表は、雲南市の中期財政計画から算出したものです。（R7 以降の人口は、R6 の対前年度減少率で求めた予測値です。）   
雲南市は地方債を減らす為、基金を取り崩しています。結果として、地方債・基金とも７０億円減少していますが、一人当たり

地方債残高は年々増加しており、このままであると子供たちに負の財産を残すことになりかねません。なぜなら、石飛市長は、
「小中学校等の統廃合は、市民からの要望がないと行わない。」と言っています。 
  今年度は数年ぶりに市長との意見交換をする「市政懇談会」が計画されています。その時、子供たちに負の財産を残さない

ため、明るい未来のある雲南市を残すため、皆様の意見を市長にぶつけてください。 

総合評価 
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